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○
厚
生
労
働
省
告
示
百
六
十
八
号

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
第
五
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
化
学
物
質
関
係
作
業
主
任
者
技
能
講
習
規
程
及
び
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続

し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

化
学
物
質
関
係
作
業
主
任
者
技
能
講
習
規
程
及
び
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
溶

接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
化
学
物
質
関
係
作
業
主
任
者
技
能
講
習
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

化
学
物
質
関
係
作
業
主
任
者
技
能
講
習
規
程
（
平
成
六
年
労
働
省
告
示
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に

改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

（
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
二
条

技
能
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ

第
二
条

技
能
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習

ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習

時
間
に
よ
り
、
教
本
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

時
間
に
よ
り
、
教
本
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

講
習
科
目

範

囲

講
習
時
間

講
習
科
目

範

囲

講
習
時
間

（
略
）

（
略
）

特
定
化
学

金
属
ア
ー

（
略
）

（
略
）

特
定
化
学

（
新
設
）

物
質
及
び

ク
溶
接
等

物
質
及
び

四
ア
ル
キ

作
業
主
任

四
ア
ル
キ

ル
鉛
等
作

者
限
定
技

ル
鉛
等
作

業
主
任
者

能
講
習

業
主
任
者

技
能
講
習

技
能
講
習

（
金
属
ア

ー
ク
溶
接

等
作
業
主

任
者
限
定

技
能
講
習

（
特
定
化

学
物
質
障

害
予
防
規

則
（
昭
和

四
十
七
年

労
働
省
令

第
三
十
九

号
）
第
二

十
七
条
第
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二
項
に
規

定
す
る
金

属
ア
ー
ク

溶
接
等
作

業
主
任
者

限
定
技
能

講
習
を
い

う
。
以
下

同
じ
。
）

を
除
く
。

）

健
康
障
害

（
略
）

（
略
）

（
略
）

溶
接
ヒ
ュ

四
時
間
（

健
康
障
害

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
新
設
）

四
時
間
（

及
び
そ
の

ー
ム
に
よ

鉛
作
業
主

及
び
そ
の

鉛
作
業
主

予
防
措
置

る
健
康
障

任
者
技
能

予
防
措
置

任
者
技
能

に
関
す
る

害
の
病
理

講
習
に
あ

に
関
す
る

講
習
に
あ

知
識

、
症
状
、

っ
て
は
三

知
識

っ
て
は
三

予
防
方
法

時
間
、
金

時
間
）

及
び
応
急

属
ア
ー
ク

措
置

溶
接
等
作

業
主
任
者

限
定
技
能

講
習
に
あ

っ
て
は
一

時
間
）

作
業
環
境

（
略
）

（
略
）

（
略
）

溶
接
ヒ
ュ

四
時
間
（

作
業
環
境

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
新
設
）

四
時
間
（

の
改
善
方

ー
ム
の
性

鉛
作
業
主

の
改
善
方

鉛
作
業
主

法
に
関
す

質

金
属

任
者
技
能

法
に
関
す

任
者
技
能

る
知
識

ア
ー
ク
溶

講
習
に
あ

る
知
識

講
習
に
あ

接
等
作
業

っ
て
は
三

っ
て
は
三
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（
金
属
を

時
間
、
金

時
間
）

ア
ー
ク
溶

属
ア
ー
ク

接
す
る
作

溶
接
等
作

業
、
ア
ー

業
主
任
者

ク
を
用
い

限
定
技
能

て
金
属
を

講
習
に
あ

溶
断
し
、

っ
て
は
二

又
は
ガ
ウ

時
間
）

ジ
ン
グ
す

る
作
業
そ

の
他
の
溶

接
ヒ
ュ
ー

ム
を
製
造

し
、
又
は

取
り
扱
う

作
業
を
い

う
。
以
下

同
じ
。
）

に
係
る
器

具
そ
の
他

の
設
備
の

管
理

作

業
環
境
の

評
価
及
び

改
善
の
方

法

保
護
具
に

（
略
）

（
略
）

（
略
）

金
属
ア
ー

（
略
）

保
護
具
に

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
新
設
）

（
略
）

関
す
る
知

ク
溶
接
等

関
す
る
知

識

作
業
に
係

識

る
保
護
具
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の
種
類
、

性
能
、
使

用
方
法
及

び
管
理

関
係
法
令

（
略
）

（
略
）

（
略
）

労
働
安
全

二
時
間
（

関
係
法
令

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
新
設
）

二
時
間
（

衛
生
法
、

鉛
作
業
主

鉛
作
業
主

労
働
安
全

任
者
技
能

任
者
技
能

衛
生
法
施

講
習
に
あ

講
習
に
あ

行
令
及
び

っ
て
は
三

っ
て
は
三

労
働
安
全

時
間
、
金

時
間
）

衛
生
規
則

属
ア
ー
ク

中
の
関
係

溶
接
等
作

条
項

特

業
主
任
者

定
化
学
物

限
定
技
能

質
障
害
予

講
習
に
あ

防
規
則

っ
て
は
一

時
間
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
の
一
部
改

正
）

第
二
条

金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を
継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場
に
係
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
の
方
法
等
（
令
和

二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
）

（
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
）

第
一
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十

第
一
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十

九
号
。
以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規

九
号
。
以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら

定
に
よ
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
特
化
則
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
属

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定

ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
金
属
ア
ー
ク
溶
接

す
る
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
金
属
ア

等
作
業
」
と
い
う
。
）
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採

ー
ク
溶
接
等
作
業
」
と
い
う
。
）
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す

取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気
中
の
溶
接

て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気

ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
し
な
け

中
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装

れ
ば
な
ら
な
い
。

着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）
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附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。


